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GBIF科学賞を気候と生態学、進化に
関する研究が受賞 
 
今年のエビー・ニールセン賞の受賞者は、米国のネイ
サン・スウェンソン氏に決定しました。エビー・ニー
ルセン賞は、毎年GBIFが主催している栄誉ある賞で
す。今回の賞金30,000ユーロは、植物がどのように気
候変動に対応するかについての解明に寄与するもの
となるでしょう。 
 
GBIF科学委員会はエビー・ニールセン賞と併せて、
2012年若手研究者賞の受賞者をアルゼンチンの博士
過程の学生とコロンビアの修士課程の学生に決定し
ました。受賞の理由は彼らの生物地理学および種の分
布に関する研究の有望性です。 
 
エビー・ニールセン賞はGBIFの創設を発案し、その
後実際の設立を目前に2001年に他界したデンマーク
の科学者の名に因んだ賞です。バイオシステマティク
スと生物多様性インフォマティクスを新規の方法で
組み合わせた研究を行う、未来ある研究者を対象とし
て毎年授与されています。 
 
2012年の受賞者であるネイサン・スウェンソン氏は、
ミシガン州立大学植物生物学科の准教授です。彼の研
究は、GBIFやその他のソースを通じて利用可能な出
現データを利用して、気候が種の分布に与える影響を
理解する方法を提示します。 
 
スウェンソン氏は、今回の賞金を使用して植物の気候
ニッチの進化を解明することを提案しています。その
ために彼は、GBIFを通じて公開されたデータと
「iPlant Tree of Life」プログラムで得られたデータを
使用した大規模分析を行います。この分析作業はデン
マーク、オーフス大学生態科学科のエコインフォマテ
ィクス・生物多様性グループと共同で行われる予定で
す。 
 
ノミネーション期間中の間に彼が出した声明の中で, 
スウェンソン氏は次のように述べています。「種子植
物の気候ニッチがいかに速く（またはゆっくりと）進
化するかを初めて定量化することができた。この発見
は、地球の気候変動の時間的変化に対して植物がいか
に反応するか（あるいはしない）を我々が理解する上
で直接的な示唆を与えてくれるであろう。」 
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また、以下2名の2012年若手研究者賞の受賞者に対し、
それぞれ賞金4,000ユーロが贈られました。 
 

 ̧サルヴァトーレ・アリアス氏：アルゼンチン、ツク
マン国立大学の博士過程の学生。彼は分断分布推論
プログラム （VIP：Vicariance Inference 
Programme）を開発しました。このプログラムは、
ジオリファレンスデータを使用して、遺伝子の流れ
または種の動きに関する障壁（バリア）を原因とし
た生物グループの地理的範囲の断裂を調べるもので
す。 
 ̧エルキン・テノリオ・モレノ氏：コロンビア、ロス・
アンデス大学、生物科学科の修士課程の学生です。
彼は今回の賞金を利用して、アマゾンやアンデス山
系の鳥類の分散パターンを解析することを計画して
います。この分析はGBIFが仲介したデータを使用し
て、気候的・地理学的境界を越えて行われます。 
 ̧この他に、シード研究に対する助成金がタンザニア
の修士課程の学生、ブジク・キポンドヤ氏に贈られ
ました。彼の研究はGBIFを通じて公開されたデータ
を利用してタンザニア北部パレ山脈における糞虫
（フンコロガシ）の種の分布を特定するものです。 

 
記事全文はこちら 
 

科学と政策 
 

新たに地球規模の科学―政策プラットフォーム
が設立 

各国政府は、新たに「生物多様性及び生態系サービスに
関する政府間科学政策プラットフォーム（IPBES）」を
設立することに公式に合意しました。IPBESは事務局を
ドイツ・ボンに置きます。  
 
今回の決定は、同プラットフォームに関する第2回目の
プレナリー・セッションの場で行われました（4月16～
21日、パナマ、パナマシティ）。 
 
このセッションは、IPBESの規則と手続きを策定するこ
とを主な目的とし、詳細なワーク・プログラムについて
はまだ決定されていません。しかし、GBIF事務局、
IUCN、UNEP-世界自然保全モニタリングセンターが共
同で主催したサイドイベントにおいて、既存の機関が
IPBESの業務に貢献する上で果たす役割について話し
合われました。 
 
そのサイドイベントにおいてGBIF事務局長ドナルド・
ホバーンは、IPBESとGBIFの補完的な役割を強調しま
した。彼はIPBESの使命は科学―政策インターフェース
を運営することであり、GBIFの地球規模のユニークな
使命は、よく整備されたロバスト性の高いデータ―科学
のインターフェースを提供することだと述べました。  
 
ホバーン事務局長は、GBIFはIPBESが実施するアセス
メントのニーズに沿ったデータセットを提供する上で
優れたポジションにあること、また今後、生物多様性デ
ータに関して優先すべき活動を特定する上で、IPBESが
重要な役割を果たすことを期待すると付け加えました。 
 
 

 

 
 

CBD事務局長、生物多様性モニタリングの拡張
に関する緊急的措置の必要訴え 

新たに「生物の多様性に関する条約（CBD）」の事務
局長に就任したブラウリオ・ディアス氏は、地球規模で
の目標達成を後押しするべく、生物多様性のコレクショ
ンデータおよびそのモニタリングについて緊急的な措
置をとる必要性を訴えました。 
 
ディアス氏は、直近のCBD科学技術助言補助機関
（SBSTTA）会合を開催しました（カナダ、モントリオール）。 
 
彼は、生物多様性に関する報告書の中で、重要な問題に
ついて、データの精度が低いため結論が定性的なものと
なりがちな状況に鑑みて、我々は新たな報告書が発行さ
れるたびに、相当する情報・データソースを改めて見直
さなければならないように思えると話しました。 
 
「愛知生物多様性ターゲットに向けて、我々は継続的な
モニタリングシステムを早急に実現しなくてはなりませ
ん」とディアス氏はコメントしています。 
 
「そのためには、生物多様性に関連する観察を――体系的
に、かつ必要な頻度と分解能をもって――行う必要がある
でしょう。同時に、こうした情報を、我々のモデルを評
価し、情報を抽出し、改善するために、およびより正確
な予測を立てるために使用できるよう、管理しなくては
なりません。」 
 
ディアス氏は会合を次のようにしめくくりました。
「我々が生物多様性のモニタリングを適切に行わない限
り、満足しうる生物多様性の管理は不可能であり、また、
愛知生物多様性ターゲットも達成できないだろうと私は
強く思っています。」 
 
SBSTTA会合の中で正式に出された提言のうち、複数の
項目が生物多様性情報の提供におけるGBIFの役割に言
及していました。その中には、2014年に完成する第4版地
球規模生物多様性概況の発行者としてのGBIFの役割も
含まれていました。 

 

『GBits Science Supplement』第2号発行 

GBitsを講読されている方は是非、『GBits Science 
Supplement』第2号をお読みください。本資料は、過去2
か月間に学術的文献の中でGBIFが仲介したデータが活用
された事例を紹介するものです。掲載された40本近い論文
には、大規模な流域変更が淡水魚の多様性に与える影響や
2010年のメキシコ湾の原油流出事故により潜在的なリス
クに晒されている種の可視化、そしてすべての既知の植物
の保全状況を評価する方法の検討などが含まれます。 

Science Supplementはこちらからご覧いただけます。 

 
GBIFの2011年度年次報告書が公開 

GBIFの世界的な活動に関する年次レポートの2011年版
が発行されました。今号がフォーカスするのは、GBIFネ
ットワークを通じて公開されたデータの学術的研究や政
策ツールへの活用です。またGBIFの創設10周年を記念し
て、GBIFの設立を提言した1999年のOECD科学フォーラ
ムの本来のビジョンに照らして、これまでのGBIFの業績
を評価しています。 

2 

http://www.gbif.org/communications/news-and-events/young-researchers-award/
http://www.gbif.org/communications/news-and-events/showsingle/article/awards-target-novel-research-on-species-distributions
http://imsgbif.gbif.org/CMS_NEW/get_file.php?FILE=4867cb2eeac059bbcc93e20f0580b9


 
 
 
 

 
 
 

no 28  May 2012 
 

 

 

この他、2011年におけるインフォマティクスツールと
データ公開、トレーニング、能力強化プログラムにお
ける顕著な進展も概説されています。 
 
報告書はこちらからオンラインでご覧いただけます。
また、紙媒体の報告書をご希望の方はinfo@gbif.org宛
てご連絡ください。 
 

データ公開 
 

地方自治体政府が収集した生物多様性データ
の管理に関するガイドが発行 

世界各地の地方自治体が業務の過程で収集した莫
大な量の生物多様性に関する知識を共有・利用する
ための新たなツールが利用可能となりました。 
 

GBIFと「イクレイ（ICLEI）－持続可能性をめざ
す自治体協議会」が生物の多様性に関する条約
（CBD）のサポートを得て公開したこのベストプ
ラクティス・ガイドには、データを保存し、インタ
ーネットを介してアクセス可能なものとするため
のシンプルなステップが説明されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このガイドの目的は、地方自治体のプランニングプロセス

の一貫として収集された生物多様性データを公開するた

めのツールとプロトコルに対する意識を向上させること

にあります。こうしたデータは通常、報告がおわった後に

はそのまま失われるか、あるいは一貫性のない形で収集さ

れ、その後アーカイブ化したり共有したりすることが難し

くなります。このガイドには地方自治体政府の実務担当者

のための簡潔なバージョンも用意されています。 

詳しくはこちら 

 

生物多様性データの引用に関するGBIFのガイド

ライン 

生物多様性データを引用する上でのガイドラインが新た
に発行されました。このガイドラインにより、GBIFネッ
トワークを通じて生物多様性データを広くオンライン上
で利用可能にするインセンティブが高まることでしょう。 

 
 

このガイドラインは、現地でのデータ収集車から管理
者、プログラマーまでデータ公開に携わるあらゆる
人々が十分な認識を持てることを目的とするものです。 

公開されたガイドライン「GBIFネットワークを通じ
て公開されたデータを引用する際の推奨方法」はデー
タ公開者がメタデータ（あるいはデータセットについ
てのデータ）をコンパイルする際に引用情報を作成す
る際、使用すべき一連のスタイルについて説明してい
ます。 

このガイドラインは、「deep data citation」のための
一貫したメカニズムが必要だとするGBIFのタスクグ
ループの提言に従って作成されました。推奨される引
用方法を用いると、データセットに関連するすべての
情報を単一の引用情報に含めることができます。 
 

GBIFデータインデックス、4－5月で13%
の伸び 

GBIFインデックス（目録）に含まれるデータを対象
とした直近の「ロールオーバー」（公開者により利用
可能とされたデータの定期的なリフレッシュ）におい
て、含まれる記録の数が急激に増加していることが明
らかになりました。前回のロールオーバーから4000万
件を超える記録が追加され、その結果5月末にはGBIF
データポータルを介してアクセス可能なデータの数
は合計で3億6700万件を超えました。この増加の大き
な部分を占めるのが、Birdを通じて公開されたアマチ
ュアの鳥類の観察記録、そしてオーストラリアから追
加された記録です（次のセクションをご覧ください）。 
 

新規データ 
 

オーストラリア 

Birdlife Australia（以前の名称：Birds Australia）は、運
営するFirst Bird Atlasデータベース
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14103）から271万
件のデータを公開しました。この中には、1977年から
1981年の間に収集された75万件近い鳥類の観察データ
が含まれます。また、Historical Bird Atlasから、1629年
から1976年に収集された博物館のコレクション、個人の
ノート、発表済み／未発表の学術論文に収められたデー
タが公開されました
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14107）。 

アトラス・オブ・リビング・オーストラリアが、市民
科学者ポータルから2,845件の記録を公開しました。こ
のポータルでは一般市民に目撃情報の提供を募ってい
ます（http://data.gbif.org/datasets/resource/14119）。 
 

米国 

コーネル大学鳥類研究所とAudubonが開発したオンラ
イン形式の鳥類チェックリストプログラム「eBird」が、
最新のアップデートにおいて3100万件を超える観測記
録を追加しました。これによりGBIFを通じてアクセス
できるデータは以前に比べて2倍近くに増加しました。
eBirdでは、専門家によるデータの検証を確実に実施す
ることで、データ品質の向上を図る作業を進めてきまし
た。eBirdの第一の目的は、鳥類の豊富さと分布に関す
る情報を様々な空間的・時間的スケールで提供する情報
ソースとなり、世界各地の市民が毎年収集する膨大な数
の鳥類の観察データへのアクセスを向上させることに
あります。http://data.gbif.org/datasets/resource/43/ 
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http://data.gbif.org/datasets/resource/43/
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カリフォルニア科学アカデミーは、所蔵する無脊椎動
物学コレクションから14万を超えるデータを公開しま
した。その中には、ベーリング海峡やアリューシャン
列島に住む海洋性無脊椎動物や、ミャンマーのイラワ
ディ盆地で収集された淡水性甲殻類のデータが数多く
含まれています
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14137）。 
 
ニューメキシコ自然科学史博物館は6,000件を超える
小型哺乳類の記録（主に南西部の米国およびメキシコ
で収集）を公開しました。
（http://data.gbif.org/datasets/ resource/14136）. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アメリカナキウサギ（Ochotona princeps） 

 

テキサス大学アーリントン校は、両生類・爬虫類研
究センターが所蔵する10万件を超える記録を公開
しました。同センターは、グアテマラの爬虫類およ
び両生類に関する世界最大のコレクションのほか、
テキサスやボリビア、カメルーン、コロンビア、コ
スタリカ、ガイアナ、ホンジュラス、メキシコで収
集された大規模なコレクションを保有しています
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14139）。 

 

デンマーク 

デンマーク生物多様性情報機構（DanBIF）がオーフス
大学のヤシのトランセクトデータベースから50万件を
超えるデータを公開しました。このデータは、個々のヤ
シの木とそれらの苗木から成木に至る生育状況を記録
する目的で中南米の熱帯林に設置されたトランセクト
（500m×5m）において収集されたものです。 
http://data.gbif.org/datasets/resource/14087 
 

アイルランド 

アイルランドのGBIFノードである国立生物多様性デ
ータセンターが合計30万件を超える膨大な記録を公開
しました。それらには、2011年に開催されたバイオブ
リッツ「Ireland’s Bioblitz 2011」で収集された2,000
件を超える分類群の記録が含まれています
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14093）。 

 
 
 

 
 
 
 

毎年開催されるこのバイオブリッツでは、アイルランド
国内の指定されたサイトの中で、ボランティアらが確認
した種の数を競います。この他に追加された記録には、
コウモリ(http://data.gbif.org/datasets/resource/14089、
http://data.gbif.org/datasets/resource/14090）や1980年か
ら2003にかけて北東大西洋において実施された調査
「European Seabirds at Sea（ESAS）」で観測された海
鳥（http://data.gbif.org/datasets/resource/14091）、昆虫
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14092）、 2005
年までにアイルランドの領海内で観察されたウミガメ
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14094）、維管束
植物（http://data.gbif.org/datasets/resource/14095）など
のデータが含まれています。 
 

新規データ公開機関 
 

オーストラリア 

オーストラリアからは、以下に挙げる機関のほか多く
の機関が新規公開者としてGBIFからデータを公開し
ました。 

 ̧クイーンズランド州政府環境・資源管理部は、クイーン
ズランド州全土に住む沿岸性および海洋性鳥類を対象
とした60,000件の調査記録および巣作りのデータを公
開しました（http://data.gbif.org/datasets/resource/14105）。 
 ̧オーストラリア海洋科学研究所は6,000件を超える海
サンゴの記録を公開しました
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14108）。  

 ̧欧州分子生物学研究所オーストラリアは1,136種を対象
として10万件を超えるDNAの記録を公開しました
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14109）。 

 ̧西オーストラリア州環境・保全部は10,000件近いランの
記録（http://data.gbif.org/datasets/resource/14110）とオ
ーストラリア南部スワン海岸平野の植物相に関する
23,000件を超える記録を公開しました。  

 ̧キャンベラ鳥類学者グループは彼らが1981年から毎年
実施している庭園調査から126万件の記録を公開しま
した。（http://data.gbif.org/datasets/resource/14115）。 

 

カナダ 

カナダを拠点とする 3機関が新規公開者として
Canadensysデータネットワークを通じて合計で20万件
を超える記録を公開しました。Canadensysは、生物学
的コレクションに含まれる生物多様性情報へのアクセ
スを向上させる取り組みです。Canadensys がインスト
ールしたGBIF統合的公開ツールキット（IPTv2）を通じ
て公開された3つの追加されたコレクションは以下のと
おりです。 
 

 ̧TRTE植物標本室（ミシサーガ、トロント大学内）
は所蔵するコレクションから11,000件近い記録を公
開しました。TRTE植物標本室は、オンタリオで採
取された維管束植物の標本を重視していますが、そ
のほかにもケベックやカナダの高緯度北極にて収集
されたアメリカナキウサギ（Ochotona princeps）の
重要なコレクションも所蔵しています
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14084）。 
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 ̧ 大西洋岸カナダ最大の植物標本室であるECスミ
ス植物標本室（ノバスコシア州、アカーディア大
学内）が45,000件を超える記録を公開しました
（http://data.gbif.org/datasets/ resource/14027）。 

 ̧ ブリティッシュコロンビアで収集された維管束
植物類の世界最大のコレクションを所蔵するブ
リティッシュコロンビア大学植物標本室は、
Canadensysを通じ15万7000件を超える記録を
公開しました
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14036）。 

 

米国 

トールティンバーズ研究所とLand Conservancyはフロ
リダレオン郡で観察された鳥類の記録約4,000件を公開
しました（http://data.gbif.org/datasets/resource/14140）。 
 

コスタリカ 

熱帯研究所（OTS：Organization of Tropical Studies）
がラスクルーセスおよびパロ・ベルデの生物観測拠点で
得られた7,000件を超える観測記録を公開しました
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14097、
http://data.gbif.org/datasets/resource/14096）。 

OTSは米国、ラテンアメリカ、オーストラリアの計63
の大学と研究機関により構成される非営利のコンソー
シアムです。 
 

GBIFコミュニティ 

世界各国で保有されているデータがオースト
ラリアの国家ポータルに統合 

アトラス・オブ・リビングオーストラリア（ALA）は、
他国の機関によりGBIFを通じて公開されたコレクショ
ンから抽出した100万件を超えるオーストラリアの生物
多様性記録を統合しました。 
 
現在ALAポータルで公開されているこれらの記録は、11
カ国が公開した300を超えるデータセットから抽出され
たものです。データセットには英国のロイヤル・ボタニ
ック・ガーデンズ キューや香港大学植物標本室が保有す
るオーストラリアの植物の記録の他、ポーランドと米国
で所蔵されている動物の標本などが含まれます。 
 
今回のデータ統合により、海外の機関が所蔵する記録を
オーストラリアの機関が所蔵するデータと組み合わせ、
オンラインツールを用いてオーストラリアの生物多様
性を調べることが可能となりました。ツールには、オー
ストラリアの環境層の分布モデリングツールの他、地域
データの直接クエリへのデータスライスツール、データ
品質プロセシングツール、国全体の種リストとのデータ
照合ツールなどが含まれます。 

 
 
 
 

このALAのプロジェクトは「他の国において保有され
ているデータへの自由なアクセスを実現し、それによ
り何世紀にもわたる標本コレクション・自然観測記録
に蓄積された知識を解放することで、各国が自国の生
物多様性に対する理解を深め、かつそれを管理できる
ようにする」というGBIFの第一の目的を反映したもの
です。 
 
この他のALAサイトの改善点として、データ・ダッシ
ュボードがあげられます。この画面では、現在利用可
能な記録の概要を一目で把握することができます。こ
のダッシュボードにはhttp://dashboard.ala.org.au/か
らアクセス可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新しいALAのデータ・ダッシュボード 

ベルギーの植物相に関する新たなデータ
ポータル 

ベルギーにおけるGBIFノードであるベルギー生物多
様性プラットフォームは、ベルギーの植物相に関する新
たなポータルサイトを開発しました。このサイトには
1939年以降作成されたベルギーの維管束植物類を対象
とした23,000件のチェックリストが含まれます。このポ
ータルからは2,800を超える種の250万件を超える観察
記録が利用可能であり、ベルギーにおける維管束植物類
の分布を可視化する上で強力なツールとなっています。 
 
このIFBLウェブサイトはベルギー生物多様性プラッ
トフォーム、Flo.Wer、ボタニーク・ド・メイーズ庭
園、および自然森林研究所（INBO）により開発され
ました。現在、そのポータルはthe Atlas of Belgianと
Luxembourg Flora、およびFlorabank（フランダース
およびブリュッセル地域の野生植物相のデータベー
ス）から提供されたデータをまとめており、毎月アッ
プデートされます。 
 
このFlorabankのデータベースは、GBIFのメタデータ
ドキュメントを基礎とした新規データペーパーに記
述されており、オープンアクセスのジャーナル
PhytoKeysの中で公開されています。 
 
IFBL データポータルを通じたデータ公開を希望する
ベルギーの維管束植物類に関するデータを取り扱う
機関はNicolas Noé（n.noe@biodiversity.be）にコンタ
クトしてください。 
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南極のゲノムデータのためのリポジトリの
開発が進行中 

ベルギー科学政策事務局（BELSPO）から資金提供を
受ける南極大陸生物多様性情報機構（AntaBIF）は現在、
南極大陸エリアの微生物多様性データを共有するため
の情報システムを開発しています。開発中のシステム
Microbial Antarctic Resource System（MARS、微生物
南極リソースシステム）により、分子・メタゲノムのリ
ソースを、AntaBIFデータポータルを通じて公開・検索
することが可能となります。その結果、AntaBIFデータ
ポータルを単一のアクセスポイントとして、微生物の多
様性情報（生データおよび加工データ、次世代シークエ
ンシングデータを含む）にアクセスすることが可能とな
ります。 
 
AntaBIFは5月7～11日に微生物研究者やIT専門家、生
物多様性インフォマティクス専門家を集め、MARSシス
テムに求められる事項を特定し、当初のワークフローと
開発計画を策定することを目的としてワークショップ
を開催しました。労力の重複を避けるため、このワーク
ショップでの議論は、GBIFが主導したワークショップ
（2012年2月、オックスフォードで）で開発された遺伝
子配列の説明を記録するためのインフォマティクス基
準をベースに行われました。 
 
近い将来、MARSに関するホワイトペーパーが発行さ
れる見込みです。 
 
AntaBIFはまた、ANDEEP3調査探検で収集された南
極に住むヒトデ（棘皮動物門, ヒトデ綱）に関するデ
ータペーパーを公開しました（リンク：
http://www.pensoft.net/journals/zookeys/article/3078
/antarctic-starfishechinodermata-asteroidea-from-th
e-andeep3-expedition）。 
 

コスタリカで初となるバイオブリッツが開
催 

コスタリカのGBIFナショナル・ノードである国立生
物多様性研究所（INBio）は5月26～27日、同国初と
なるバイオブリッツを開催しました。このバイオブリ
ッツは2010年、コスタリカ国民が同国の自然について
学ぶためにINBIOが開設したINBioparque（INBio公
園）を会場として開催されました。 
 
このイベントで報告された206種には、オナガセアオ
マイコドリ（Chiroxiphia linearis）が含まれていまし
た。これは同国ではこれまでに確認されたことがない
種です。また、INBioの専門家は、コスタリカの新し
い真菌種となる可能性があるキシメジ科に属する傘
形のキノコの目撃について、調査を進めています。 
 
このバイオブリッツとあわせて、新しい市民科学ポー
タルのBioexploradorがリリースされました。このポー
タルはコスタリカ国家科学技術評議会（CONICIT）
から資金提供を受け、またiNaturalist,から提供された
オープンソースのソフトウェアを使用しています。
iNaturalistはその市民科学観察データをGBIFを通じ
て公開しています。 

 
 

 
 

 
 

チリの生物多様性に関するポータルサイト創設 

GBIFチリは同国の生物多様性に関するポータルサイ
トを開発しました。このポータルは、チリの機関が
GBIFネットワークを通じて公開した現在19,000を超
える記録へのアクセスを提供するものです。主要なデ
ータ公開者としては、国立自然史博物館やセレナ大学
などが含まれます。 
 
このポータルの開発は、GBIFチリとコスタリカINBio
との間で開催されたメンタリングプロジェクトの成果
です。 
 
Bioexploradorには、
http://gbif-chile.mma.gob.cl/portal/welcome.htm 
からアクセスできます。 

 

アイルランドの生物多様性インベントリが創設 

アイルランドのGBIFナショナル・ノードである国立生
物多様性データセンター（NBDC）はアイルランドの
生物多様性に関するはじめての完全なインベントリを
公開しました。 
 
このState of Knowledge, Ireland’s Biodiversity 2010に
はアイルランドの31,000を超える既知の種が掲載され、
そのうち約60%を無脊椎動物が占め、植物および脊椎
動物はわずか10%にすぎません。このレポートの中で
科学者らはアイルランドにはまだ発見されていない藻
類と菌類が少なくとも7,000種存在するとの見込みを
示しています。レポートの中でNBDCは重大な知識ギ
ャップの存在を指摘し、今後2年間の研究でこの問題に
優先的に取り組んでいくと強調しました。 
 
報告書全文は以下のリンクからご覧いただけます： 
http://biodiversity.biodiversityireland.ie/ 

 

GBIFパートナー 
 

EOL、種に関するコンテンツが100万ページを達成 

2007年に創設されたGBIFのパートナー、エンサイク
ロペディア・オブ・ライフ（EOL）は現在100万ペー
ジを超えるコンテンツを達成しました。EOLで公開さ
れた最新の情報にはスミソニアン博物館（NMNH）か
ら提供された情報も含まれます。 

 

OBISに新たなプロジェクトマネージャが着任 

GBIFを通じてデータを公開する最大の機関の一つで
ある海洋生物地理情報システム（OBIS）に、新規なマ
ネージャとしてワード・アペルタンス氏が着任しまし
た。着任後、アペルタンス氏は「GBIFと継続的に協力
していくことは、今後もOBISの優先事項の一つであり
続けていく」とコメントしました。 
 
OBISは現在、国際海洋データ・情報交換（IODE）プ
ログラムの下でUNESCOの政府間海洋学委員会
（IOC）の一部になっています。 
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GBIFの活用 

Map of Lifeがデモサイトをリリース 

種の分布に関する情報を提供するインタラクティブな
サイトMap of Lifeのデモバージョンが5月にリリースさ
れました。このサイトでは現在、あらゆる土地エリアを
対象として、脊椎動物種のリストを作成することができ
ます。そのチェックリストには、GBIFを通じて公開さ
れた約1億5000万件の生物種の分布記録のほか、国際自
然保護連合（IUCN）の専門家による範囲マップ、世界
野生生物基金（WWF）の地域のチェックリストが利用
されています。 
 
米国国立科学財団（NSF）から一部資金提供を受けたこ
のプロジェクトの最終的な目的は、クエリ、アクセス、
ダウンロード、サマライズ機能をもつ一連のツールを提
供し、種の分布マップ開発のプラットフォームとして機
能することです。 
 
Map of Lifeへのアクセスはこちら
http://www.mappinglife.org/ 
 

GBIFデータを利用した野生動物目撃情報のため
の携帯アプリ 

GBIFポータルから情報を引出し、また野生動物の目撃
情報を報告することができるスマートフォンアプリの
登録ユーザー数が40,000人になりました。ドイツ連邦教
育科学研究技術省のサポートを受けて開発されたこの
アプリanymals+plants（Android向け）は昨年リリースさ
れたものです。 
 
このアプリは世界各地での野生生物の目撃情報を報告
することができ、その際にはスマートフォンの
GPS/GSM機能を利用して正確な位置を送信することが
で き ま す 。 報 告 さ れ た 記 録 は ウ ェ ブ サ イ ト 
http://www.anymals.org/からアクセスできる他、将来的
にGBIFネットワークを通じて公開されます。 
 
2011年11月のリリース以来これまでに、このデータベー
スには約5,200件の目撃情報がアップロードされました。
毎日、500人を超えるユーザーが座標情報とともに種の
リストをダウンロードし、1,000件を超える検索が行われ
ています。送信された目撃情報は登録されたユーザーに
より、ウェブサイト上で検証されます。 
 
このanymals+plantsアプリは現在英語とドイツ語のバー
ジョンが利用可能ですが、近い将来、ポルトガル語とス
ペイン語のバージョンがリリースされる予定です。この
アプリケーションは以下のURLからダウンロードでき
ます。 
https://play.google.com/store/apps/details?id=org.anym
als.anymallog&feature=search_result 
 
Anymals+plantsは2013年2月まで、ベルリン＝ダーレム植
物園で開催される展示会Flora's treasures exhibitionで
試してみることができます。ベルリン＝ダーレム植物園
はドイツにおける8つのGBIFナショナル・ノードの一つ
です。 

 
 
 
 

詳細については http://www.anymals.org/ にアクセス
していただくか、Daniel Zitterbart氏 
（daniel.p.zitterbart@physik.uni-erlangen.de）にコン
タクトしてください。 

トレーニングとキャパシティ・ビル
ディング 

新しいトレーニングビデオを公開 
 
2012年2月に開催された永続的識別子に関するトレー
ニングコース17本のビデオが現在GBIF スペインのウ
ェブサイト（http://www.gbif.es/videos/videos_in.php）
上に公開ざれています。 
 
また、生物多様性データの公開者にデータ品質および
使用適合性の問題を紹介するためにGBIF事務局が作
成した12本のトレーニングビデオもまたオンライン
上で公開されています。講師を務めたVertNetのLaura 
Russell氏およびNatureServe CanadaのMeherzad 
Romer氏がメタデータの作成、分類学的および空間的
データの品質、およびデータ品質を管理する方法など
の事項についてプレゼンテーションを行っています。
ビデオはVimeo（vimeo.com/ album/1904479）からア
クセスしていただけます。 
 

タンザニアの能力強化プロジェクトが終了 
 
国際生物多様性の日である5月22日、ダルエスサラー
ムにおいて、タンザニアの能力強化プロジェクトの
終了セレモニーが開催されました。このプロジェク
トは、同国の生物多様性データにアクセスし、利用
するための国内の能力強化を図ることを目的とした
複数年にわたるパイロットプロジェクトです。この
プロジェクトには、デンマーク政府からGBIF発展途
上国能力強化プログラム（CEPDEC）を通じて資金
が提供されました。 

イベントでは、プロジェクトの成果として、タンザニ
ア生物多様性情報機構（TanBIF）のポータル、オー
プンソースの Quantum-GISソフトウェアを基礎とし
た意志決定ツール、タンザニアの種に関するチェック
リストなどが紹介されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セレモニーには、タンザニアのモハメド・ガリブ・
ビラル副大統領（上の写真）通信・科学技術のマカ
メ・ムバラワ大臣がゲストとして招かれました。 
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この終了セレモニーの機会をとらえて、優先すべき種
のカタログのデータを検証することを目的とした専
門家によるワークショップ、およびTanBIF理事会が
開催されました。 
 
 

公募情報 
 

ディジタル化プロジェクトへの提案を募集 

GBIF フランスは現在、博物学コレクションのディジ
タル化、分類学的リストの作成、あるいはGBIFネッ
トワークを通じて公開されるデータを補足する類似
プロジェクトに関する提案を公募しています。GBIF
が仲介したデータを分析、使用するプロジェクトも
また提案可能です。合計40,000ユーロが用意されて
おり、各プロジェクトは最大5,000ユーロの資金提供
を受けられます。 
 
2012年のプロジェクトの優先分野は、EUの資金提供
を受けたBioFreshプロジェクトに貢献する淡水性生
物多様性に関連するプロジェクト、および同様にEU
の資金提供を受けたOpenUpプロジェクトに貢献す
るマルチメディア生物多様性データ関連プロジェク
トです。今回の募集はすべてのフランスの機関に開
かれています。応募期限は6月22日です。採択された
プロジェクトは7月に資金提供を受ける予定です。 
 
提案の送付先：appel2012_gbif@gbif.fr. 
 
詳細については以下の担当者にお問い合わせください。 

Anne-Sophie Archambeau 
GBIFフランス 
archambeau@gbif.fr 

 

 

 

今後のイベント予定 
 

2012年生物多様性情報マネジメントフォーラム 

2012年6月11～15日、ケープタウン、南アフリカ  
GBIFのナショナル・ノードである南アフリカ国立生物
多様性研究所（SANBI）は6月11日～15日にケープタウ
ン・カーステンボッシュで2012年生物多様性情報マネジ
メントフォーラム（BIMF）を開催します。 
 
2日間のコア・フォーラム期間は6月12～13日です。ま
た、週を通じて関連ワークショップとトレーニングと視
察ツアーが開催されます。 
 
詳しい情報と登録書類はこちら 
 

Rio+20 国連持続可能な開発会議 

リオデジャネイロ, ブラジル, 2012年6月20～22日 

詳しくはこちら 
 

GBIC 2012 地球規模生物多様性情報カンファ
レンス 

2012年7月2～4日 コペンハーゲン、デンマーク 

詳しくはこちら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VISION OF GBIF: A world in which biodiversity 

science, society, and a sustainable future. 

GBIF Secretariat 
Universitetsparken 15 
DK-2100 Copenhagen Ø 
Denmark 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

MISSION OF GBIF: To be the foremost global resource 
 

onmental and human well-being. 

Tel: +45 35 32 14 70 
Fax: +45 35 32 14 80 
E-mail: info@gbif.org 
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GBIFの Vision：科学、社会及び持続可能な未来のた
めに、生物多様性情報が全域で自由に利用可能な世
界の実現を目指します。 

 
GBIF本部 

Universitetsparken 15 
DK-2100 Copenhagen Ø 
Denmark 

http://www.gbif.org/ 

GBIFの Mission：生物多様性情報を提供する世界随一の
情報発信源となると共に、環境と人類の福祉に役立つ賢明
な解決策を提供することを目指します。 

 
電話：+45 35 32 14 70 

Fax：+45 35 32 14 80 

E-mail: info@gbif.org 
過去の GBitsニュースレター・アーカイブ：  

http://www.gbif.org/communications/resources/news

letters/ 

http://www.freshwaterbiodiversity.eu/
http://open-up.eu/
mailto:archambeau%40gbif.fr?subject=
http://www.sanbi.org/
http://www.sanbi.org/
http://www.sanbi.org/news/register-now-biodiversity-information-management-forum-bimf-2012
http://www.uncsd2012.org/rio20/index.php?menu=14
http://www.gbic2012.org/
http://www.gbif.org/
http://www.gbif.org/communications/resources/newsletters/
http://www.gbif.org/communications/resources/newsletters/

